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問題の設定
本書の結論を先取りして紹介しておけば､




小企業には CSR は縁遠いもの｣ と見なされ






わが国での CSR 研究史について､ 本書で
の認識では ｢日本では､ 大企業の CSR の実
践が先行し CSR 研究も大企業が主要な対象











第 1 章 中小企業における CSR 研究の資
格 (足立辰雄)
第 2 章 中小企業 CSR 実態調査の目的と
結果について (同上)
第 3 章 第 1 回中小企業 CSR 全国調査の
分析 (中小企業CSR実態研究会)






































日本に CSR 論が導入されてくるのは 2000
年代半ば前後ではなかったろうか｡ 日本経団
連は 2004 年に ｢企業行動憲章｣ を企業の社
会的責任という視点から改訂し､ 翌年に
｢CSR 推進ツール｣ を定めた｡ 経済同友会は
2004 年に 『日本企業の CSR：現状と課題―






して､ 2011 年 11 月には ｢企業を含む組織の
倫理的な活動対象や判断の基準を始めて明文

















足立は第 1章で CSR の概念､ ISO26000､
日本での CSR 実態調査への取り組みの経緯
を紹介したうえで､ 自分たちの実態調査グルー
プの 6 つの仮説を掲げている｡ ①CSR の 3



































































































機関の ｢影響づけ｣ だけに偏ることなく､ 地
域社会や地域住民からの ｢評判｣ も重要であ
るとされるが､ この視点はある意味で抽象的









































































































































































































紹介している｡ ただし､ 本書の CSR の全体




るという点では､ たしかに CSR 論とは整合














































いずれにせよ､ 欧米諸国の CSR 論と日本
あるいはアジア諸国での CSR 論そのものの
相違とその背景が､ 個別論のあとに終章とい
うかたちでこのテーマへと再び戻って欲しかっ
たと思うのはわたしだけだろうか｡ 本書は最
後にこの点について取り上げるべきではなかっ
たか｡
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